
火
野
葦
平
「
糞
尿
讃
」
論

は
じ
め
に

ｌ
そ
の
典
拠
『
卿
粛
志
異
」
「
画
皮
」
と
の
比
較
Ｉ

関
連
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ

（
４
）

と
ん
ど
が
公
職
追
放
中
に
書
か
れ
た
た
め
、
発
表
雑
誌
も
大
衆
読
物
雑
誌

が
多
く
、
と
る
に
足
ら
な
い
作
品
と
し
て
研
究
対
象
と
さ
れ
ず
に
無
視
さ

れ
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
公
職
追
放
中
、
火
野
は
戦
争
と
い
う
愚
か
な

事
態
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
一
体
何
故
か
と
い
う
問
題
に
向
き
合
っ
た
。

「
糞
尿
識
」
は
、
戦
後
の
平
和
復
興
を
築
く
た
め
の
キ
ー
と
な
る
の
は
何
か

と
い
う
極
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
火
野
は
、
「
糞

尿
諏
」
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
が
「
糞
尿
諏
」
を
書
い
た
の
は
昭
和
十
二
年
、
あ
れ
か
ら
二
十

年
が
経
っ
て
い
る
が
、
こ
の
糞
尿
問
題
は
な
お
解
決
さ
れ
な
い
テ
ー

マ
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
つ
づ
い
て
い
る
。
人
間
が
排
池
す
る
と
い

（
５
）

う
悲
し
い
宿
命
が
あ
る
か
ぎ
り
、
永
遠
の
問
題
か
も
し
れ
な
い
。

増
田
周
子

ビ

火
野
葦
平
に
は
、
三
つ
の
「
糞
尿
諏
」
小
説
が
存
在
す
る
。
一
つ
目
は
、

昭
和
一
二
年
一
一
月
一
八
日
に
「
文
学
会
議
」
に
発
表
し
、
昭
和
一
三
年

（
１
）

に
第
六
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
「
糞
尿
諏
」
、
一
一
つ
目
は
「
糞
尿
謹
」
と
し

（
２
）

て
発
表
さ
れ
、
収
録
さ
れ
る
際
に
一
部
「
中
国
糞
尿
諏
」
と
改
題
さ
れ
た

（
３
）

作
品
、
一
一
一
つ
目
は
「
イ
ン
ド
糞
尿
諏
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
糞
尿
を
モ

チ
ー
フ
に
使
っ
た
話
で
あ
る
が
、
最
初
の
「
糞
尿
認
」
以
外
は
、
ほ
と
ん

ど
世
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
二
つ
目
の
「
糞
尿
諏
」
は
、
中
国
古
典
文

学
「
柳
爾
志
異
」
を
典
拠
と
し
た
作
品
で
あ
り
、
「
中
国
艶
笑
風
流
諏
」
（
昭

和
二
六
年
一
月
一
○
日
、
東
京
文
庫
）
に
、
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
中
国
艶

笑
風
流
諏
」
に
は
、
「
糞
尿
認
」
以
外
に
七
作
が
収
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
全

て
「
柳
爾
志
異
」
に
原
典
が
あ
る
。
し
か
し
、
火
野
葦
平
の
「
卿
爾
志
異
」



火
野
は
、
糞
尿
物
語
は
人
間
の
根
源
に
か
か
わ
る
永
遠
の
テ
ー
マ
だ
と

考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
て
、
本
稿
で
は
、
火
野
葦
平
の
二
つ
目
の

「
糞
尿
認
」
と
い
う
短
編
小
説
を
と
り
あ
げ
、
火
野
が
、
原
典
で
あ
る
「
聯

寮
志
異
」
を
元
に
し
て
ど
の
よ
う
に
加
筆
し
、
新
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

を
生
成
し
て
い
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
作
品
「
糞
尿
認
」
に
込
め
た
主
題
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
初
出
の
「
糞

尿
謹
」
を
テ
ク
ス
ト
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

早
稲
田
文
科
時
代
、
私
は
杜
小
陵
と
李
太
白
と
の
詩
に
惹
か
れ
て
、

自
分
も
漢
詩
つ
く
っ
た
り
し
た
こ
と
あ
っ
た
。
私
の
や
う
な
浅
学
な

者
は
た
ち
ま
ち
そ
の
む
つ
か
し
さ
に
畔
易
し
て
、
や
め
て
し
ま
っ
た

が
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
両
詩
人
の
唐
本
詩
集
と
な
ら
べ

マ
マ

て
、
商
務
印
書
館
版
の
「
古
今
奇
観
」
や
「
聯
斎
志
異
」
を
机
上
に

お
く
や
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
漢
和
辞
典
を
ひ
き
な
が
ら

熱
心
に
読
み
、
興
趣
の
つ
き
ざ
る
も
の
を
お
ぼ
え
た
が
、
や
は
り
そ

｜
、
「
糞
尿
騨
」
の
典
拠
「
柳
爾
志
異
」
「
画
皮
」

で
は
、
火
野
は
、
「
糞
尿
識
」
を
発
表
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
画
皮
」
を

何
の
本
で
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
火
野
が
、
読
ん
だ
と
い
う
商
務
印
瞥

館
版
の
『
卿
爾
志
異
」
の
第
一
巻
に
「
画
皮
」
は
収
赦
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
葦
平
が
感
動
し
た
と
い
う
柴
田
天
馬
訳
の
「
聯
爾
志
異
」
は
、
大
正

八
年
一
○
月
一
○
日
に
玄
文
社
か
ら
、
「
和
訳
聯
爾
志
異
」
と
し
て
発
刊
さ

れ
、
大
正
一
五
年
三
月
一
○
日
に
は
、
第
一
書
房
よ
り
柴
田
天
馬
訳
「
卿

斎
志
異
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
柴
田
天
馬
訳
「
卿
粛
志
異
」
は
、

昭
和
八
年
に
も
第
一
書
房
か
ら
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
火
野
が
何
を
手
元
に

置
い
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
火
野
は
こ
れ
ら
の
柴
田
天
馬
訳
の

「
柳
爾
志
異
」
を
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
い

の
む
つ
か
し
さ
に
面
倒
く
さ
く
な
っ
て
投
げ
だ
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
か
ら
、
後
年
、
柴
田
天
馬
氏
の
名
訳
が
出
る
に
い
た
っ
て
、
さ
ら

に
往
年
の
感
動
を
新
に
し
た
の
で
あ
る
。
柴
田
氏
の
訳
文
は
原
語
を

た
く
み
に
生
か
し
た
実
に
気
の
き
い
た
も
の
で
、
そ
の
親
切
な
註
解

と
と
も
に
、
昔
、
中
途
半
端
に
し
か
読
ん
で
ゐ
な
か
っ
た
私
を
す
こ

ぶ
る
満
足
さ
せ
て
く
れ
た
。
終
戦
後
は
、
北
京
か
ら
か
へ
っ
て
き
た

村
上
知
行
氏
の
訳
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ま
た
原
文
を
恩
ひ
き
っ

て
く
だ
い
て
し
ま
っ
た
平
易
な
文
章
で
、
柴
田
氏
と
は
、
別
個
の
味

（
６
）

は
ひ
が
あ
っ
た
。

・
一
仁
叫

「
糞
尿
諏
」
の
典
拠
は
、
「
柳
爾
志
異
」
の
「
画
皮
」
で
あ
る
。
火
野
葦

平
は
、
次
の
言
説
を
残
し
て
い
る
。



ず
れ
に
も
「
画
皮
」
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

「
糞
尿
諏
」
を
昭
和
二
五
年
に
発
表
す
る
ま
で
に
、
村
上
知
行
訳
「
聯
爾

志
異
」
は
、
「
卿
粛
志
異
香
艶
抄
」
（
昭
和
二
二
年
一
二
月
一
五
日
、
光
文

社
）
、
村
上
知
行
訳
「
も
だ
ん
ら
い
ぶ
ら
り
い
卿
爾
志
異
上
巻
」
（
昭
和

二
四
年
五
月
一
五
日
、
東
西
出
版
社
）
な
ど
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
村
上

知
行
訳
「
も
だ
ん
ら
い
ぶ
ら
り
い
卿
爾
志
異
上
巻
」
に
は
「
画
皮
」
は

収
減
さ
れ
て
い
る
。
火
野
は
、
「
画
皮
」
を
辞
瞥
を
ひ
き
な
が
ら
商
務
印
普

館
版
で
漢
文
で
読
ん
だ
か
、
村
上
知
行
訳
で
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
村
上
知
行
訳
「
も
だ
ん
ら
い
ぶ
ら
り
い
靭
粛

志
異
上
巻
」
を
テ
ク
ス
ト
と
し
て
考
察
す
る
。
「
画
皮
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

追
い
な
が
ら
、
「
糞
尿
麓
」
と
「
画
皮
」
と
の
違
い
を
比
較
検
討
し
て
い
き

た
い
。

一
一
、
「
糞
尿
諏
」
の
成
立
と
「
創
作
ノ
ー
ト
」

さ
れ
て
い
る
点
を
※
で
示
し
た
。

①
『
中
国
艶
笑
風
流
認
』
（
昭
和
二
六
年
一
月
一
○
日
、
東
京
文
庫
）

②
「
東
洋
艶
笑
滑
稽
衆
」
（
昭
和
二
七
年
五
月
三
○
日
、
東
京
文
庫
）
※

「
中
国
糞
尿
諏
」
と
改
題

③
「
美
女
と
妖
怪
ｌ
私
版
卿
爾
志
異
」
（
昭
和
三
○
年
七
月
一
日
、
学

風
書
院
）

④
「
中
国
艶
笑
風
流
諏
」
（
昭
和
三
一
年
二
月
一
○
日
、
学
風
瞥
院
）

⑤
「
中
国
艶
笑
物
語
ｌ
私
版
卿
粥
志
異
」
（
昭
和
三
一
年
三
月
五
日
、

河
出
瞥
房
）

⑥
「
い
る
と
い
の
ち
」
（
昭
和
三
三
年
三
月
三
○
日
、
五
月
瞥
房
）
※
「
中

国
糞
尿
諏
」
と
改
題

以
上
、
六
冊
に
収
録
さ
れ
、
二
冊
が
「
中
国
糞
尿
認
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
掲
蔽
さ
れ
て
い
る
。
「
中
国
糞
尿
諏
」
と
改
題
し
た
際
に
も
、
ほ
と
ん

ど
改
訂
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
収
録
す
る
に
あ
た
っ
て
、
初
出
に
あ
っ
た

先
の
宣
伝
文
が
省
か
れ
、
初
出
で
は
「
一
章
」
か
ら
「
九
章
」
と
な
っ
て

い
た
の
を
、
「
一
帖
」
か
ら
「
九
帖
」
と
し
て
収
録
し
た
の
み
で
あ
る
。
た

だ
し
、
⑥
「
い
る
と
い
の
ち
」
で
は
、
章
も
な
い
。
次
に
「
糞
尿
課
」
の

「
創
作
ノ
ー
ト
」
を
見
て
い
き
た
い
。
火
野
葦
平
は
、
「
糞
尿
諏
」
を
執
筆

す
る
際
に
、
メ
モ
的
な
「
創
作
ノ
ー
ト
」
を
記
し
て
い
る
の
で
、
紹
介
し

て
み
る
。

一
一
七
五

「
糞
尿
認
」
は
、
昭
和
二
五
年
二
月
一
日
に
、
村
田
閑
の
挿
画
を
入
れ
て

「
キ
ン
グ
』
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
宣
伝
文
句
と
し
て
、
冒
頭
に
ゴ
シ
ッ
ク

で
「
か
つ
て
の
芥
川
賞
受
蛍
作
品
と
同
一
の
標
題
を
携
げ
、
新
な
る
櫛
想

の
下
に
華
者
が
心
魂
を
傾
け
た
大
雄
篇
！
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

次
の
単
行
本
に
収
録
さ
れ
た
。
な
お
「
中
国
糞
尿
認
」
と
改
題
し
て
収
録
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王
生
太
原
の
人
。

金
英
妻

愛
蘭
鬼

黄
三
道
士

糞
（
緯
名
）
仙
乞
食
ジ
ュ
ゲ
ム
人
、
ヲ
ト
ナ
ヘ
テ
、
糞
ヲ
マ
キ
チ
ラ

シ
テ
イ
ル
仙
人
。

（
ア
ン
タ
ハ
助
平
ダ
カ
ラ
、
ド
コ
カ
ノ
女
ニ
ミ
ト
レ
テ

イ
テ
、
ド
ッ
ボ
ニ
デ
モ
、
オ
チ
ン
タ
ン
デ
セ
ウ
ョ
）

○
人
間
は
焚
尿
製
造
器
で
あ
る
。
糞
仙
人
は
人
間
の
原
型
の
象
徴
。

○
糞
仙
人
へ
め
ぐ
む
王
生
。

○
女
に
出
あ
ひ
、
つ
れ
か
へ
る
．
ｌ
（
色
の
迷
ひ
。
女
房
の
あ
る
身
が

女
を
つ
ま
ん
だ
む
く
ひ
）

○
妖
脈
、
あ
り
と
、
道
士
か
ら
あ
て
ら
れ
る
。

○
女
の
鬼
１
画
皮
を
か
ぶ
る
．

○
こ
ろ
さ
れ
る
。

○
恋
愛
結
婚
、
一
緒
ニ
ナ
ル
ト
キ
ハ
死
ヌ
ノ
生
キ
ル

ノ
ト
イ
ッ
テ
オ
イ
テ
、
ア
ト
ハ
ケ
ロ
リ

○
死
ン
ダ
ガ
最
後
、
初
七
日
モ
ス
マ
ヌ
ウ
チ
ニ
再
婚

ヒ
ノざ

■

巳
包
画
弔
ｄ
Ｂ
Ｅ
Ｇ
心
・
田
ｊ
・
亀
。
●

灘

糞
尿
謙
（
肌
志
「
画
皮
」
よ
り
）



三
、
「
靭
霜
志
異
」
「
画
皮
」
と
「
糞
尿
諏
」
比
較
研
究

以
上
が
「
創
作
ノ
ー
ト
」
で
あ
る
。
創
作
の
た
め
の
重
要
点
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
次
章
以
降
こ
の
「
創
作
ノ
ー
ト
」
を
用
い
て
詳
細
に

説
明
し
て
い
き
た
い
。

○
夫
生
き
か
へ
る
。

○
糞
仙
人

ａ
女
と
王
生
と
の
出
会
い
の
相
違

ま
ず
、
「
画
皮
」
の
、
王
生
が
女
を
自
分
の
家
に
連
れ
て
く
る
ま
で
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
示
し
て
み
る
。
太
原
の
王
生
が
、
早
朝
歩
い
て
い
る
と
、
女

が
、
寂
し
そ
う
な
様
子
で
歩
い
て
い
た
。
王
生
が
、
急
ぎ
足
で
追
っ
か
け

る
と
一
六
歳
く
ら
い
の
美
人
で
あ
っ
た
。
何
を
悲
し
ん
で
い
る
の
か
と
聞

い
て
み
る
と
、
両
親
が
お
金
に
目
が
く
ら
み
、
妾
と
し
て
売
ら
れ
た
が
、

ス
ル
ノ
ガ
多
イ
。

○
女
房
ガ
ャ
キ
モ
チ
ャ
カ
ナ
ク
ナ
ル
ト
、
気
味
ガ
ワ

ル
イ
、
亭
主
ハ
気
ヲ
ツ
ヶ
ナ
ク
テ
ハ
イ
ヶ
ナ
イ
。

ア
ン
タ
ガ
ヤ
ル
ナ
ラ
、
コ
ッ
チ
モ
ヤ
ル
ト
イ
フ
ッ

モ
リ
カ
モ
シ
レ
ン
。

本
妻
が
ひ
ど
く
嫉
妬
し
て
叩
い
た
り
怒
鳴
ら
れ
た
り
し
て
い
じ
め
ら
れ
た

の
で
、
ど
こ
か
遠
く
に
逃
げ
よ
う
と
し
て
い
る
と
言
っ
た
。
行
く
当
て
が

な
い
な
ら
、
自
分
の
家
に
来
な
い
か
と
言
う
と
、
女
は
喜
ん
で
つ
い
て
き

た
。
女
は
、
自
分
を
置
い
て
く
れ
る
な
ら
、
誰
に
も
秘
密
に
し
て
く
れ
る

よ
う
に
と
頼
ん
だ
。
王
生
は
、
女
を
書
斎
に
置
く
こ
と
に
し
、
一
緒
に
寝

る
こ
と
に
し
た
。
女
は
書
斎
か
ら
一
歩
も
出
な
か
っ
た
の
で
、
家
人
は
数

日
た
っ
て
も
気
づ
か
な
か
っ
た
。
王
生
に
は
妻
陳
氏
が
い
た
。
王
生
は
、

陳
氏
に
は
女
の
こ
と
を
打
ち
明
け
た
。
陳
氏
は
、
女
が
大
家
の
妾
で
あ
れ

ば
厄
介
な
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
と
、
は
や
く
出
し
て
し
ま
う
こ
と
を
勧
め

た
が
王
生
は
聞
か
な
か
っ
た
。
「
画
皮
」
で
は
こ
の
よ
う
に
ス
ト
ー
リ
ー
が

展
開
す
る
。
火
野
の
「
糞
尿
諏
」
の
展
開
も
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
王
生

が
女
性
と
会
う
シ
ー
ン
は
、
「
糞
尿
諏
」
で
は
、
「
第
一
章
」
で
あ
る
。
「
糞

尿
諏
」
で
は
、
そ
の
女
は
「
靭
粛
志
異
に
よ
く
で
て
く
る
仙
媛
の
な
ま
め

か
し
さ
が
あ
っ
て
」
と
あ
り
、
「
聯
粛
志
異
」
と
関
係
が
あ
る
こ
と
が
灰
め

か
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

美
女
の
愁
嘆
の
さ
ま
は
、
快
活
の
貌
よ
り
も
さ
ら
に
色
っ
ぽ
く
、
そ

し
て
、
煽
情
的
で
す
ら
あ
る
。
筆
者
に
似
た
勤
厳
の
愛
妻
家
た
る
王

生
の
胸
に
、
或
る
妖
し
げ
な
と
き
め
き
が
わ
い
て
き
た
。
美
形
に
対

す
る
憧
僚
は
人
間
本
然
の
欲
求
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
と
き
、
王
生
が

一
一
七
七



ヒ
ロ
イ
ズ
ム
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
結
局
は
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ズ
ム
や
、

エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
変
形
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
助
け
た
女
が
、
三
角
顔
、

目
く
さ
れ
、
菊
石
の
色
黒
、
出
っ
歯
の
醜
女
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
王

生
の
胸
も
、
こ
ん
な
に
は
、
と
き
め
く
ま
い
。
第
一
、
ふ
ら
ふ
ら
と

跡
を
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
も
す
ま
い
か
ら
、
女
は
投
身
を
完
了
し
て
、

－
８
）

翌
日
は
土
左
衛
門
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
る
の
が
落
ち
で
あ
る
。

格
別
に
浮
気
心
を
発
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
王
生
の
た
め

（
『
ｊ
）

に
、
弁
じ
て
お
き
た
い
。

火
野
の
「
糞
尿
誼
」
の
「
第
一
章
」
に
は
、
か
な
り
の
分
量
で
王
生
と

妻
金
英
の
結
婚
の
い
き
さ
つ
が
記
さ
れ
る
。
王
生
は
、
三
二
歳
、
風
采
も

立
派
で
、
温
和
で
人
々
か
ら
愛
さ
れ
る
人
物
だ
っ
た
。
妻
金
英
と
王
生
は
、

恋
愛
結
婚
で
、
若
干
の
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
三
年
ほ
ど
前
に
結
婚

し
た
。
金
英
は
七
つ
年
下
の
二
五
歳
で
あ
る
。
夫
婦
喧
嘩
は
た
ま
に
し
て

も
、
琴
諺
の
乱
れ
る
程
で
は
な
い
。
い
つ
も
、
仲
睦
ま
じ
く
し
て
い
た
。

「
卿
爾
志
異
」
「
画
皮
」
で
は
、
王
生
夫
妻
の
年
齢
も
、
結
婚
し
た
い
き
さ

つ
も
何
も
か
か
れ
な
い
。
妻
の
名
も
陳
氏
か
ら
金
英
へ
と
変
更
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
王
生
が
家
に
連
れ
て
く
る
女
に
は
愛
蘭
、
道
士
に
は
黄
道
士

と
い
う
名
前
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
名
前
は
、
「
創
作
ノ
ー
ト
」
執
筆
時

か
ら
普
か
れ
て
い
る
の
で
、
創
作
の
初
期
段
階
か
ら
決
め
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
妻
の
名
に
、
黄
金
の
イ
メ
ー
ジ
を
付
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。

「
糞
尿
諏
」
の
「
第
二
章
」
で
は
、
王
生
が
女
に
逢
う
数
日
前
に
、
王
生

語
り
手
は
こ
の
よ
う
に
人
間
の
心
理
を
穿
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
す
る
。
語

り
手
の
役
割
は
重
要
な
の
で
、
次
節
以
降
も
と
り
あ
げ
て
説
明
し
て
み
た

い
◎

ｂ
糞
狂
と
の
出
会
い

・
・
し
へ

と
語
り
手
が
王
生
の
欲
求
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
す
る
。
王
生
は
、
こ
の

あ
と
、
「
糞
尿
諏
」
で
は
、
女
に
見
惚
れ
て
石
に
蹟
い
て
水
た
ま
り
に
片
足

を
突
っ
込
ん
で
し
ま
う
。
水
た
ま
り
に
足
を
落
と
す
場
面
は
、
「
聯
爾
志

異
」
に
は
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
王
生
ら
登
場
人
物
の
心
理
や
行
動
の

詳
細
な
加
筆
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
、
筆
者
が
語
り
手
と
し
て
登
場
す
る
と

こ
ろ
が
、
「
卿
粛
志
異
」
の
「
画
皮
」
と
異
な
る
点
で
あ
る
。
王
生
は
、
女

を
助
け
て
や
る
と
い
う
「
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
に
、
興
奮
し
て
、
呼
吸
さ
え
は
ず

ま
せ
て
い
た
」
。
そ
の
よ
う
な
王
生
に
つ
い
て
語
り
手
は
次
の
よ
う
に
記

す
。



が
糞
だ
ら
け
に
な
っ
て
戻
っ
て
く
る
シ
ー
ン
が
あ
る
。
そ
し
て
、
王
生
と

糞
男
と
の
出
会
い
が
詳
し
く
書
か
れ
る
の
で
あ
る
。
百
姓
が
肥
料
に
蓄
え

た
糞
壷
に
浸
か
っ
て
い
る
糞
男
は
、
王
生
を
「
や
あ
い
、
王
生
小
学
の
鼻

下
長
の
ぼ
ん
や
り
」
と
罵
し
っ
た
。
こ
の
糞
男
は
次
の
よ
う
に
、
説
明
さ

れ
る
。

太
原
で
、
こ
の
狂
人
乞
食
の
本
名
を
知
っ
て
い
る
者
は
た
れ
も
な

い
。
無
論
、
身
よ
り
も
全
然
な
い
様
子
で
、
素
性
も
知
れ
な
い
。
い

つ
も
糞
や
小
便
の
な
か
に
平
気
で
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
、
た
だ
こ

れ
を
見
る
者
は
、
糞
と
呼
ん
で
い
る
。
糞
の
年
齢
も
わ
か
り
に
く
い
。

顔
が
髭
の
な
か
に
あ
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
毛
が
生
え
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
顔
は
百
歳
の
老
人
の
よ
う
に
見
え
る
か
と
思
う

と
、
五
十
位
に
見
え
た
り
、
と
き
に
、
青
年
の
よ
う
で
あ
っ
た
り
、

（
９
）

ま
れ
に
は
、
小
児
の
よ
う
な
童
顔
に
も
な
る
こ
と
が
あ
る
。

「
寿
限
無
寿
限
無
五
劫
の
摺
り
き
り
、
海
砂
利
水
魚
の
水
行
末
、
雲
来

念
仏
の
よ
う
な
言
葉
は
、
お
馴
染
み
の
落
語
「
寿
限
無
」
の
子
供
の
長

い
名
前
で
あ
る
。
全
て
、
永
く
限
り
な
く
め
で
た
い
も
の
を
並
べ
た
語
句

で
あ
り
、
年
齢
不
詳
の
糞
男
の
話
し
そ
う
な
意
味
不
明
の
台
詞
で
あ
る
。

「
創
作
ノ
ー
ト
」
に
は
、
「
糞
（
緯
名
）
仙
乞
食
ジ
ュ
ゲ
ム
メ
、
ヲ
ト
ナ

ヘ
テ
糞
ヲ
マ
キ
チ
ラ
シ
テ
イ
ル
仙
人
」
と
あ
る
。
火
野
は
、
「
創
作
ノ
ー

ト
」
を
記
し
た
時
点
で
、
糞
男
に
「
寿
限
無
」
を
唱
え
さ
せ
よ
う
と
考
案

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
男
、
た
だ
の
糞
男
で
は
な
く
仙
人
な
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
「
寿
限
無
」
は
、
芥
川
賞
受
賞
に
輝
い
た
「
糞
尿
諏
」
の

主
人
公
で
、
糞
尿
汲
み
取
り
業
の
彦
太
郎
も
唱
え
て
い
た
。
芥
川
賞
の
「
糞

尿
認
」
と
同
一
モ
チ
ー
フ
を
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
柳
爾
志
異
」
「
画

皮
」
で
は
、
糞
男
は
、
こ
ん
な
念
仏
は
唱
え
て
い
な
い
し
、
最
後
に
登
場

す
る
の
み
で
あ
り
、
出
会
い
の
場
面
は
描
か
れ
な
い
。
火
野
は
、
最
後
に

末
風
来
末
、
食
う
寝
る
所
に
住
む
所
、
や
ぶ
ら
小
路
の
ぶ
ら
小
路
、

ぱ
い
ぽ
ぱ
い
ぼ
、
ぱ
い
ぽ
の
し
ゆ
う
り
ん
丸
、
し
ゆ
う
り
ん
丸
の
ぐ

う
り
ん
だ
い
、
ぐ
う
り
ん
だ
い
の
ぼ
ん
ぽ
こ
ぴ
い
の
ぼ
ん
ぽ
こ
な
の

長
久
命
の
長
助
」
と
い
う
言
葉
を
繰
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
乞
食

と
い
っ
て
も
、
た
れ
も
寄
り
つ
か
ぬ
か
ら
、
門
ご
と
に
喜
捨
を
乞
う

と
き
に
は
、
無
断
で
つ
か
っ
か
と
厨
に
ま
わ
り
、
便
所
の
糞
尿
を
手

（
叩
〉

づ
か
み
に
し
て
、
食
っ
た
り
飲
ん
だ
り
す
る
だ
け
だ
。

一
一
七
九

糞
と
よ
ば
れ
る
そ
の
男
は
、
年
齢
、
素
性
不
詳
で
あ
り
、
続
い
て
「
い

つ
も
念
仏
の
よ
う
に
、
同
じ
こ
と
を
と
な
え
て
い
る
」
と
あ
る
。
そ
の
念

仏
の
よ
う
な
文
句
を
と
な
え
る
場
面
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。



亭
主
は
い
つ
で
も
女
房
に
優
越
感
を
も
っ
て
い
た
い
気
持
が
ぬ
け
な

い
か
ら
、
よ
そ
に
行
っ
て
は
、
手
ぱ
な
し
で
女
房
の
の
ろ
け
を
い
う

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
家
に
か
え
る
と
、
お
前
な
ん
か
問
題
で
な
い
と

語
り
手
は
、
「
人
間
の
法
則
」
つ
ま
り
、
人
間
と
は
こ
ん
な
も
の
だ
と
い

う
見
解
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
続
け
て
語
り
手
は
、
女
房
は
「
亭
主
の
態

度
に
よ
っ
て
、
夫
が
外
で
な
に
を
し
た
か
を
、
ぴ
い
ん
と
悟
る
」
恐
ろ
し

い
「
神
通
力
」
と
い
う
も
の
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
い
つ
も
適
中
す

る
と
は
限
ら
な
い
が
、
妻
は
「
自
分
の
か
ん
に
誤
り
は
な
い
と
信
じ
て
い

る
」
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
語
り
手
、
つ
ま
り
筆
者
で
あ
る
火
野
は
、
男

女
の
微
妙
な
心
理
を
よ
く
と
ら
え
た
人
間
通
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
火
野

（
唯
）

は
、
「
オ
ン
テ
レ
・
メ
ン
ピ
ン
女
一
房
学
」
で
、
「
女
は
幻
覚
を
つ
く
り
だ
す

こ
と
の
名
人
」
と
述
べ
、
火
野
が
東
京
で
浮
気
を
し
て
い
る
と
い
う
根
も

葉
も
な
い
噂
に
火
野
の
女
房
が
惑
わ
さ
れ
、
早
朝
、
突
然
東
京
の
書
斎
「
鈍

魚
庵
」
に
や
っ
て
き
て
「
部
屋
の
中
を
素
知
ら
ぬ
顔
で
点
検
し
た
」
と
い

う
実
話
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。
火
野
は
、
こ
の
よ
う
な
体
験

か
ら
、
こ
ん
な
見
解
を
妻
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
う
顔
を
す
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
人
間
は
ど
ん
な
土
壇
場
で
も
、

虚
栄
心
と
自
尊
心
と
は
う
し
な
わ
な
い
も
の
だ
か
ら
、
こ
の
と
き
も
、

（
、
）

王
生
は
そ
の
人
間
の
法
則
に
し
た
が
っ
た
。

一
一
八
つ

登
場
す
る
糞
仙
人
を
、
「
糞
尿
謹
」
で
は
、
最
初
と
最
後
の
二
度
登
場
さ

せ
、
糞
尿
話
に
相
応
し
い
よ
う
に
改
変
し
た
の
で
あ
る
。

王
生
が
糞
男
に
初
め
て
会
っ
た
時
、
糞
男
は
、
女
房
が
浮
気
し
て
い
る

の
を
「
鼻
下
長
の
ぼ
ん
や
り
」
だ
か
ら
、
知
ら
な
い
と
罵
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
し
か
も
、
そ
の
糞
男
は
、
浮
気
相
手
は
自
分
だ
と
言
う
。
王
生
は
、

糞
だ
ら
け
の
男
に
自
分
の
女
房
が
「
首
っ
た
け
」
な
ん
て
、
な
ん
と
も
馬

鹿
馬
鹿
し
い
と
笑
い
こ
け
た
。
し
ま
い
に
、
腹
が
立
っ
て
糞
壷
に
石
を
投

げ
入
れ
、
糞
男
か
ら
糞
だ
ら
け
の
雨
を
浴
び
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
シ
ー
ン
は
、
最
後
に
登
場
す
る
糞
男
と
妻
の
や
り
取
り
を
暗

示
さ
せ
る
伏
線
に
な
っ
て
い
る
。
王
生
の
妻
は
、
帰
宅
し
た
糞
だ
ら
け
の

王
生
を
見
て
鷲
き
、
訳
を
尋
ね
る
が
、
亭
主
の
王
生
は
、
「
糞
狂
に
女
房
の

の
ろ
け
を
い
っ
て
、
糞
を
か
け
ら
れ
た
」
と
言
う
こ
と
を
素
直
に
口
に
は

出
せ
ず
、
本
を
読
ん
で
い
て
足
を
踏
み
外
し
た
と
答
え
る
。
女
房
の
金
英

に
は
、
「
あ
ん
た
、
助
平
だ
か
ら
、
ど
こ
か
の
女
に
で
も
見
と
れ
て
い
て
、

糞
壷
に
で
も
落
ち
こ
ん
だ
ん
で
し
よ
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
、

「
糞
尿
認
」
で
は
、
王
生
の
心
理
を
語
り
手
が
次
の
よ
う
に
記
す
。



「
あ
の
女
を
見
る
と
き
は
、
と
ろ
ん
と
、
瀬
に
打
ち
あ
げ
ら
れ
て
の
び

た
魚
み
た
い
な
眼
し
て
る
わ
。
（
中
略
）
愛
蘭
さ
ん
の
部
屋
ば
っ
か
り

ｃ
妻
（
「
糞
尿
諏
」
で
は
金
英
）
の
女
（
「
糞
尿
調
」
で
は
愛
蘭
）
へ

の
嫉
妬

「
そ
う
疑
っ
て
ば
か
り
い
ち
ゃ
、
話
に
な
ら
ん
。
愛
蘭
さ
ん
を
一
室
に

監
禁
し
た
み
た
い
で
、
ほ
っ
と
く
わ
け
に
も
い
か
ん
じ
や
な
い
か
。

（
中
略
）
そ
ん
な
に
、
お
前
が
い
う
な
ら
、
お
前
が
愛
蘭
さ
ん
の
相
手

を
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

「
た
れ
が
、
あ
ん
た
の
惚
れ
て
る
女
な
ん
か
の
機
嫌
と
る
も
ん
か
」

「
惚
れ
て
な
ん
か
、
い
や
せ
ん
よ
」

「
あ
ん
た
も
心
臓
ね
、
い
つ
そ
ん
な
に
、
図
々
し
く
な
っ
た
の
？
妾
を

女
房
の
い
る
本
宅
に
ひ
き
こ
む
な
ん
て
」

（
画
）

「
お
い
お
い
」

行
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
の
」

愛
蘭
を
王
生
の
書
斎
に
連
れ
て
き
て
、
暮
ら
し
は
じ
め
る
と
、
妻
金
英

が
女
（
愛
蘭
）
に
対
し
て
嫉
妬
す
る
。
そ
の
様
子
が
火
野
の
「
糞
尿
護
」

で
は
、
王
生
と
愛
蘭
と
の
会
話
か
ら
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
「
四
章
」
に

描
か
れ
る
。

火
野
は
、
自
分
は
、
肉
体
派
の
作
家
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
の
で

あ
る
。
火
野
は
、
こ
の
「
糞
尿
認
」
が
「
中
国
糞
尿
誼
」
と
改
題
さ
れ
て

収
録
さ
れ
て
い
る
「
い
る
と
い
の
ち
」
の
「
ま
え
が
き
」
で
、
「
神
聖
に
し

て
お
か
す
べ
か
ら
ざ
る
男
女
の
関
係
も
、
考
え
よ
う
、
あ
つ
か
い
よ
う
で

は
、
み
だ
ら
が
ま
し
く
、
汚
く
な
り
、
罪
の
も
と
に
な
る
。
た
だ
助
平
た

ら
し
い
春
本
や
、
エ
ロ
ぱ
な
し
に
堕
し
て
は
、
見
る
に
も
読
む
に
も
耐
え

（
鳩
）

な
い
」
と
記
し
て
い
る
。
「
糞
尿
諏
」
執
筆
時
の
昭
和
二
五
年
頃
は
、
性
の

解
放
の
時
代
と
も
言
わ
れ
て
い
て
、
エ
ロ
・
グ
ロ
、
浮
気
な
ど
を
あ
つ
か

（
略
）

っ
た
カ
ス
ト
リ
雑
誌
な
ど
が
大
流
行
し
て
い
た
。
火
野
は
、
こ
の
よ
う
な

「
聯
爾
志
異
」
「
画
皮
」
よ
り
は
、
ず
っ
と
登
場
人
物
の
心
理
描
写
が
増

え
て
い
て
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
語
り
手
は
、
続
け

て
次
の
よ
う
に
記
す
。

し
ば
し
ば
、
愛
蘭
の
部
屋
に
、
二
人
き
り
で
い
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

二
人
が
な
に
を
し
た
か
は
、
筆
者
も
よ
く
知
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
の

と
こ
ろ
を
、
肉
体
派
の
作
家
な
ら
、
ふ
ん
だ
ん
に
思
わ
せ
ぶ
り
の
エ

ロ
チ
ズ
ム
を
ふ
り
ま
き
な
が
ら
、
煽
情
的
に
描
写
す
る
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
が
、
筆
者
は
野
暮
で
あ
る
か
ら
、
密
室
の
場
面
に
つ
い
て
は
、

（
Ｍ
一

女
房
た
る
金
英
の
た
め
に
も
、
叙
述
を
省
い
て
お
こ
う
。

バ
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女
が
こ
の
十
二
本
を
全
部
出
し
き
る
と
き
は
、
世
界
の
終
り
で
あ
る
。

金
英
は
、
王
生
が
妙
な
女
を
つ
れ
こ
ん
で
き
た
こ
と
に
、
機
嫌
を
損

じ
て
、
小
出
し
に
四
本
だ
け
の
角
を
生
や
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、

王
生
の
た
め
に
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
こ
と
な
の
だ
。
女
房
が
や
き
餅
を
焼

か
な
く
な
り
、
亭
主
が
ど
こ
で
な
に
を
し
て
も
、
な
に
も
い
わ
な
く

な
っ
た
ら
、
気
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
こ
そ
夫
が
や
る

の
な
ら
、
こ
っ
ち
も
や
る
と
い
浮
気
競
争
の
危
険
が
近
づ
い
て
い
る

（
岨
）

か
、
す
で
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
か
の
ど
つ
ち
か
だ
か
ら
だ
。

「
卿
粛
志
異
」
「
画
皮
」
で
は
、
女
を
書
斎
に
匿
っ
た
後
、
次
の
よ
う
に

ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
す
る
。

あ
る
日
、
町
に
出
て
行
っ
て
王
生
は
道
士
に
出
会
う
。
道
士
は
王
生
を

見
て
鷲
樗
し
、
王
生
の
身
体
に
は
邪
気
が
取
り
巻
い
て
い
る
、
何
か
あ
っ

た
の
か
と
問
う
た
。
し
か
し
、
王
生
が
何
と
も
な
い
と
言
う
の
で
、
道
士

は
、
王
生
は
邪
気
に
惑
わ
さ
れ
て
い
て
、
死
期
が
近
づ
い
て
も
悟
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
言
っ
た
。
王
生
も
道
士
の
言
う
こ
と
が
気
に
な
っ
て
、
女

を
疑
っ
た
が
、
あ
れ
程
の
美
人
に
何
の
不
思
議
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
道
士

が
祈
祷
料
欲
し
さ
に
で
ま
か
せ
を
い
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
。

書
斎
に
戻
る
と
、
中
か
ら
鍵
が
掛
か
っ
て
い
て
入
れ
な
い
。
不
審
に
思
い

な
が
ら
、
垣
根
の
く
ず
れ
を
乗
り
越
え
る
と
、
部
屋
の
戸
も
閉
ま
っ
て
い

火
野
は
先
に
あ
げ
た
「
創
作
ノ
ー
ト
」
に
、
「
○
女
房
ガ
ヤ
キ
モ
チ
ヤ
カ

ナ
ク
ナ
ル
ト
、
気
味
ガ
ワ
ル
イ
、
亭
主
ハ
気
ヲ
ツ
ケ
ナ
ク
テ
ハ
イ
ケ
ナ
ィ
、

ア
ン
タ
ガ
ヤ
ル
ナ
ラ
、
コ
ッ
チ
モ
ヤ
ル
ト
イ
フ
ッ
モ
リ
カ
モ
シ
レ
ン
」
と

語
り
手
と
同
様
の
言
葉
を
記
し
て
い
る
。
「
糞
尿
諏
」
構
想
の
初
期
段
階

で
、
重
要
ポ
イ
ン
ト
は
夫
婦
間
の
愛
情
で
あ
る
と
決
め
て
い
た
の
で
あ
る

、
っ
。

ｄ
女
（
「
糞
尿
諏
」
で
は
愛
蘭
）
の
正
体
を
知
る
ま
で ニニ

ノＬ
ニーユ

風
紀
の
乱
れ
た
戦
後
風
俗
文
化
を
嫌
悪
し
て
い
た
。
文
化
の
低
下
を
危
倶

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
火
野
は
、
ほ
ぼ
「
糞
尿
護
」
と
同
時
代
に
書
い
た

「
悲
恋
」
の
「
あ
と
が
き
」
で
「
肉
体
を
過
信
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

肉
体
は
思
考
な
ど
し
な
い
。
精
神
の
高
貴
が
追
及
さ
れ
な
く
て
は
肉
体
は

腐
死
で
あ
る
。
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
は
正
し
く
文
学
の
な
か
に
生
か
さ
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
が
、
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
の
み
が
文
学
と
な
り
得
る
こ
と
は
で

（
町
）

き
な
い
」
と
述
べ
る
。
精
神
の
尊
さ
を
あ
っ
て
の
肉
体
な
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
「
糞
尿
認
」
で
は
、
男
女
の
恋
愛
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
な
が
ら
、
単

な
る
「
エ
ロ
ぱ
な
し
」
と
な
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
を
し
て
創
作
し
て
い
る
。

授
褒
風
俗
小
説
に
し
た
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
語
り
手
は
「
糞
尿

諏
」
で
、
も
と
も
と
女
は
一
二
本
の
角
を
持
っ
て
い
る
と
記
す
。
続
け
て



を
知
る
こ
と
で
覚
醒
し
た
の
だ
。
い
つ
で
も
人
間
は
堕
ち
て
み
な
け
れ
ば

わ
か
ら
な
い
よ
う
な
滑
稽
な
資
質
な
の
で
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。
火

（
旧
）

野
葦
平
は
、
戦
後
「
人
間
は
滑
稽
動
物
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
何
度
も

記
す
。
「
糞
尿
諏
」
は
、
火
野
が
公
職
追
放
中
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。

火
野
は
、
戦
時
中
は
、
陣
中
で
の
芥
川
賞
受
賞
、
そ
の
後
、
兵
隊
三
部
作

が
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
と
な
り
、
大
流
行
作
家
と
な
っ
て
も
て
は
や
さ
れ
た
。

戦
後
は
、
一
転
、
戦
争
に
協
力
し
た
と
い
う
理
由
で
公
職
追
放
を
受
け
る
。

日
本
の
歩
ん
だ
侵
略
戦
争
の
時
代
、
ち
ょ
う
ど
、
青
年
期
だ
っ
た
葦
平
が

巻
き
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
が
、
公
職
追
放
を
受
け
た
こ
と
は
、
戦
前
の
華

や
か
な
時
期
に
比
べ
、
や
は
り
彼
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
そ
の
時
に
、
何
故
、
日
本
は
、
そ
し
て
世
界
各
国
は
戦
争
を
起
こ
し

た
の
か
を
自
問
自
答
し
た
。
火
野
の
戦
後
の
出
発
は
、
戦
争
な
ど
と
い
う

馬
鹿
げ
た
こ
と
を
し
て
し
ま
う
人
間
と
は
何
か
を
追
及
す
る
こ
と
で
は
じ

ま
っ
た
。
そ
し
て
、
人
間
は
、
理
屈
で
わ
か
っ
て
い
て
も
、
馬
鹿
げ
た
こ

と
を
し
て
し
ま
う
「
滑
稽
動
物
」
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
辿
り
着
く
。

火
野
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

終
戦
直
後
、
私
は
追
放
を
う
け
て
、
し
ば
ら
く
ペ
ン
を
し
ば
ら
れ
て

い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
執
筆
禁
止
で
は
な
か
っ
た
が
、
内
容
を
制
約

さ
れ
た
た
め
、
私
は
窮
し
て
、
救
い
を
「
卿
爾
志
異
」
に
求
め
た
。

ノく

た
。
忍
び
足
で
窓
か
ら
覗
く
と
、
青
い
顔
で
鋸
の
よ
う
に
尖
っ
た
歯
を
む

き
出
し
た
鬼
が
、
寝
台
の
上
に
人
間
の
皮
を
敷
き
、
筆
で
絵
を
描
い
て
い

た
。
醤
き
終
わ
る
と
皮
を
被
っ
た
。
す
る
と
、
鬼
は
あ
の
美
人
の
女
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
王
生
は
鷲
樗
し
、
恐
ろ
し
く
な
っ
て
腰
を
抜
か
し
て
這

う
よ
う
に
し
て
逃
げ
、
道
士
を
捜
し
た
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
あ
ち
こ

ち
探
し
、
野
原
で
見
つ
け
た
。
脆
い
て
王
生
は
道
士
に
救
い
を
求
め
た
。

道
士
は
、
鬼
も
王
生
と
い
う
代
わ
り
の
獲
物
を
見
つ
け
る
た
め
に
大
層
苦

し
ん
だ
の
だ
か
ら
、
殺
さ
ず
に
追
い
払
っ
て
あ
げ
よ
う
と
言
い
、
払
子
を

授
け
、
寝
室
の
入
口
に
掛
け
て
お
く
よ
う
に
命
じ
た
。
そ
し
て
、
道
士
と

王
生
は
、
今
度
は
青
帝
で
会
お
う
と
約
束
し
て
別
れ
た
。
王
生
は
、
自
宅

に
帰
り
、
書
斎
に
は
入
ら
ず
、
入
口
に
払
子
を
掛
け
て
妻
の
部
屋
で
寝
た
。

八
時
頃
、
戸
の
外
で
妙
な
音
が
聞
こ
え
た
。
王
生
は
自
分
で
覗
か
ず
妻
に

覗
か
せ
た
。
女
が
や
っ
て
来
た
が
、
入
口
の
払
子
を
見
て
進
む
こ
と
が
で

き
ず
、
立
っ
て
歯
ぎ
し
り
を
し
、
や
が
て
去
っ
た
。

「
糞
尿
認
」
で
も
ほ
ぼ
同
様
に
展
開
す
る
。
た
だ
し
、
「
糞
尿
諏
」
で
は
、

語
り
手
が
、
「
あ
の
絶
世
の
美
女
の
正
体
が
、
鬼
と
わ
か
っ
て
は
、
も
は
や

王
生
に
浮
気
心
な
ど
、
仁
丹
粒
ほ
ど
も
あ
ろ
う
筈
は
な
い
。
瞬
間
に
霧
散

雲
消
し
て
し
ま
っ
た
（
中
略
）
い
ま
は
悔
恨
の
念
が
先
に
立
つ
ば
か
り
」

と
王
生
の
心
理
を
描
写
す
る
。
こ
の
よ
う
な
心
理
描
写
は
、
「
靭
畜
志
異
」

「
画
皮
」
に
は
な
い
。
そ
し
て
、
語
り
手
は
「
王
生
の
邪
心
が
、
女
の
本
体



そ
し
て
、
柴
田
氏
版
を
参
酌
し
な
が
ら
、
自
分
流
に
勝
手
に
書
き
あ

ら
た
め
た
「
私
版
聯
爾
志
異
」
物
語
を
時
折
も
の
に
し
た
。
二
年
ほ

ど
後
、
追
放
を
解
除
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
が
十
篇
ほ
ど
も
た
ま

っ
て
い
て
、
私
の
頭
上
に
あ
っ
た
と
き
に
、
い
か
に
「
聯
粛
志
異
」

（
鋤
）

が
よ
き
友
で
あ
っ
た
の
か
と
感
謝
の
念
が
お
さ
え
が
た
い
の
で
あ
る
。

ち
ょ
っ
と
し
た
浮
気
の
あ
と
で
は
、
夫
婦
の
結
合
は
、
さ
ら
に
濃

や
か
に
な
る
。
永
い
夫
婦
生
活
に
お
い
て
は
、
適
度
の
夫
婦
喧
嘩
が

そ
の
倦
怠
の
潤
滑
油
に
な
る
と
、
私
が
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

浮
気
の
効
用
と
い
う
も
の
も
、
ま
ん
ざ
ら
棄
て
た
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
、
こ
れ
を
最
初
か
ら
計
画
的
に
や
る
と
、
し
ば
し
ば
失
敗
す
る

こ
と
が
あ
っ
て
、
あ
と
の
後
悔
先
に
立
た
ず
と
い
う
こ
と
が
お
こ
る
。

そ
こ
が
人
間
と
人
生
の
微
妙
で
、
面
倒
く
さ
く
て
、
手
に
負
え
な
く

語
り
手
は
、
夫
婦
生
活
を
知
り
尽
く
し
た
よ
う
な
見
解
を
述
べ
る
。
是

永
勉
は
、
「
火
野
さ
ん
は
愛
妻
家
だ
と
思
う
。
む
し
ろ
恐
妻
家
に
近
い
よ
う

（
型
）

に
も
思
わ
れ
る
」
と
い
う
が
、
火
野
は
妻
の
心
情
を
よ
く
心
得
、
い
つ
も
、

夫
婦
円
満
に
な
る
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
、
「
糞
尿
認
」
の
特
徴
を
見
て
み
よ
う
。
王
生
が
道
士
に
貰
っ
た

払
子
の
色
は
、
白
で
、
鬼
の
顔
は
「
草
色
に
燃
え
」
、
そ
し
て
、
口
は
耳
元

ま
で
「
西
瓜
の
半
片
」
の
よ
う
に
開
き
、
鋸
の
よ
う
な
「
ぎ
ざ
ぎ
ざ
の
歯

な
み
が
灰
色
」
で
あ
る
と
形
容
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鬼
の
「
ら
ん
ら
ん

と
光
る
眼
は
、
憎
悪
と
怒
り
の
い
ろ
を
火
の
粉
の
ご
と
く
散
ら
せ
て
」
と
、

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
様
が
描
か
れ
る
。
実
に
色
彩
表
現
や
、
比
喰
表
現
が
見

事
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
色
彩
鮮
や
か
な
表
現
は
、
「
聯
爾
志
異
」
「
画

皮
」
に
は
全
く
な
い
。
火
野
は
、
「
画
皮
」
を
も
と
に
し
な
が
ら
も
、
自
分

な
り
に
加
筆
修
正
を
し
、
新
た
な
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
色

彩
お
よ
び
比
職
表
現
は
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
詳
し
く
後
述

す
る
。
そ
の
後
、
「
画
皮
」
は
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。

い
っ
た
ん
去
っ
た
か
に
見
え
た
鬼
は
、
暫
く
す
る
と
ま
た
や
っ
て
来
て
、

道
士
は
私
を
嚇
か
し
て
い
る
が
そ
う
は
い
か
な
い
。
一
旦
口
に
入
れ
た
獲

物
を
は
き
出
し
て
た
ま
る
か
。
と
罵
り
、
払
子
を
掴
ん
で
引
き
裂
く
と
、

（
瓢
）

て
、
そ
し
て
、
面
白
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
IJLI

火
野
は
、
孤
独
の
中
で
「
加
爾
志
異
」
に
救
い
を
求
め
、
人
間
と
は
何

か
を
追
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
「
糞
尿
諏
」
で
は
、
愛
蘭
が
鬼
だ
と
知
っ
た
王
生
は
、
妻
に
、
素

直
に
「
す
ま
な
か
っ
た
な
」
と
謝
り
、
金
英
も
「
い
い
の
よ
」
と
許
し
た
。

夫
婦
愛
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
糞
尿
諏
」
で
は
、
「
卿
粛
志
異
」
「
画
皮
」
に

は
な
い
、
語
り
手
の
次
の
言
葉
が
描
か
れ
る
。



「
脚
癖
志
異
」
「
画
皮
」
で
は
、
鬼
が
袋
詰
め
さ
れ
た
後
、
妻
の
陳
氏
が

道
士
に
起
死
回
生
の
法
を
願
い
出
る
。
道
士
は
、
自
分
に
は
と
て
も
で
き

な
い
と
断
っ
た
。
し
か
し
、
陳
氏
が
働
突
す
る
の
で
、
糞
土
の
中
で
寝
る

糞
乞
食
男
な
ら
起
死
回
生
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
紹
介
し
て
く
れ
た
。

そ
の
糞
男
は
、
三
尺
も
鼻
水
を
垂
ら
し
、
意
味
の
解
ら
ぬ
歌
を
怒
鳴
っ
て

い
た
。
道
士
は
、
糞
男
は
陳
氏
に
無
礼
な
こ
と
を
す
る
と
思
う
が
、
決
し

て
立
腹
し
て
は
い
け
な
い
と
諭
し
た
。
陳
氏
は
脆
い
て
糞
男
に
近
づ
い
た
。

糞
男
は
、
自
分
に
惚
れ
て
い
る
の
か
、
自
分
が
愛
し
い
の
か
と
問
う
た
。

陳
氏
が
夫
の
再
生
を
頼
む
と
、
自
分
を
生
死
を
司
る
こ
と
の
で
き
る
閤
魔

大
王
と
で
も
勘
違
い
し
て
い
る
の
か
と
、
持
っ
て
い
る
杖
で
陳
氏
を
喋
っ

た
。
陳
氏
は
そ
れ
で
も
耐
え
て
い
た
。
や
じ
う
ま
が
大
勢
そ
れ
を
見
て
い

た
。
し
ま
い
に
、
糞
男
は
、
手
の
ひ
ら
に
痩
を
吐
き
そ
れ
を
、
陳
氏
に
差

し
出
し
て
呑
み
込
め
と
命
じ
る
。
陳
氏
は
さ
す
が
に
、
迷
惑
そ
う
に
し
た

が
、
結
局
辛
抱
し
て
飲
ん
だ
。
そ
れ
は
、
綿
の
か
た
ま
り
の
よ
う
で
胸
の

と
こ
ろ
に
留
ま
っ
た
。

束
の
間
で
、
「
卿
爾
志
異
」
「
画
皮
」
と
同
様
に
、
鬼
は
王
生
の
心
臓
を
く

り
抜
き
、
黄
道
士
に
退
治
さ
れ
、
袋
に
詰
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

ｅ
鬼
が
退
治
さ
れ
た
後

一
一
〈
五

戸
を
壊
し
て
中
に
入
っ
た
。
そ
し
て
王
の
腹
を
引
き
裂
き
、
心
臓
を
と
っ

て
去
っ
て
い
っ
た
。
妻
が
泣
き
叫
ん
だ
の
で
腰
元
が
駆
け
つ
け
た
。
灯
り

で
照
ら
す
と
部
屋
は
血
の
海
と
な
り
、
王
は
既
に
死
ん
で
い
た
。
陳
氏
は

筋
き
悲
し
ん
で
言
葉
を
失
い
、
た
だ
涙
を
流
す
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
翌
日
、

弟
の
二
郎
が
こ
と
の
顛
末
を
道
士
に
伝
え
た
。
道
士
は
、
哀
れ
ん
で
見
逃

し
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
の
に
、
こ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
を
す
る
と
は
と
激
怒

し
た
。
そ
し
て
、
二
郎
に
案
内
さ
れ
て
、
王
生
の
家
に
来
た
。
道
士
は
、

化
物
は
南
の
離
れ
の
二
郎
の
家
に
い
る
と
言
っ
た
。
二
郎
は
仰
天
し
た
が
、

自
分
の
留
守
の
間
に
下
働
き
に
雇
っ
て
ほ
し
い
と
頼
み
に
来
た
老
婆
が
化

物
だ
と
わ
か
っ
た
。
妻
は
老
婆
を
留
め
て
い
た
。
道
士
は
庭
の
真
ん
中
に

立
ち
、
木
剣
で
地
面
を
叩
き
な
が
ら
大
声
で
払
子
を
返
せ
と
叫
ん
だ
。
す

る
と
老
婆
は
顔
色
を
変
え
、
門
を
出
て
逃
げ
よ
う
と
し
た
。
道
士
が
追
い

か
け
て
木
剣
で
撃
つ
と
老
婆
は
倒
れ
た
。
と
同
時
に
、
人
間
の
皮
が
剥
が

れ
て
恐
ろ
し
い
鬼
の
姿
が
現
れ
、
倒
れ
た
ま
ま
豚
の
よ
う
に
吠
え
た
。
道

士
が
木
剣
で
鬼
の
首
を
切
る
と
、
身
体
は
濃
い
煙
と
な
っ
て
地
を
這
っ
た
。

道
士
は
そ
の
煙
を
袋
に
つ
め
、
立
ち
去
っ
て
行
こ
う
と
し
た
。

「
糞
尿
識
」
に
戻
ろ
う
。
金
英
は
「
夫
が
涙
な
が
ら
に
も
の
語
る
繊
悔
の

言
葉
で
、
天
に
の
ぼ
っ
た
よ
う
な
幸
福
感
を
お
ぼ
え
、
こ
れ
ま
で
嘗
て
な

い
よ
う
な
愛
情
の
わ
く
の
を
お
さ
え
が
た
く
な
っ
て
、
夫
が
悲
鳴
を
あ
げ

る
ほ
ど
は
げ
し
く
愛
撫
」
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
金
英
の
感
激
は
ほ
ん
の



黄
道
士
は
あ
た
か
も
わ
が
国
の
政
治
家
な
る
も
の
に
似
て
い
る
。

か
れ
に
と
っ
て
は
、
自
己
の
技
術
、
自
己
の
名
声
の
方
が
大
切
な
の

で
あ
っ
て
、
政
治
を
必
要
と
し
て
い
る
庶
民
の
生
活
な
ど
と
い
う
こ

と
は
ど
う
で
も
よ
い
の
で
あ
る
。
ど
う
で
も
よ
く
な
い
よ
う
に
振
舞

っ
て
い
る
と
き
は
、
た
だ
、
だ
し
に
し
て
い
る
だ
け
だ
。
黄
道
士
は

王
生
に
災
を
な
し
た
沈
鬼
を
た
お
し
た
こ
と
で
、
自
分
は
す
こ
ぶ
る

満
足
し
、
自
己
の
名
声
の
さ
ら
に
高
ま
る
期
待
で
、
胸
ふ
く
ら
む
思

い
で
あ
っ
た
の
で
、
当
の
本
人
た
る
金
英
の
嘆
き
の
こ
と
な
ど
に
、

深
く
考
え
が
及
ば
な
か
っ
た
。
金
英
が
こ
の
復
讐
に
た
い
し
て
、
一

向
に
あ
り
が
た
そ
う
に
し
な
い
の
で
、
若
干
不
服
の
気
持
ち
が
あ
つ

（
麹
）

た
く
ら
い
で
あ
る
。

火
野
は
、
黄
道
士
が
自
分
独
り
よ
が
り
で
満
足
す
る
様
を
、
そ
の
時
代

の
政
治
家
に
な
ぞ
ら
え
、
批
判
を
し
て
い
る
。
実
に
興
味
深
い
。
黄
道
士

に
、
わ
し
は
「
魚
屋
や
、
政
治
家
の
よ
う
に
、
生
き
た
者
を
殺
す
の
は
得

意
で
す
」
と
言
わ
せ
て
い
る
場
面
も
あ
る
。
単
に
「
糞
尿
認
」
は
、
「
卿
爾

志
異
」
を
改
変
し
た
だ
け
の
作
品
に
一
見
見
え
る
が
、
そ
こ
に
は
火
野
の

深
い
洞
察
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
時
代
や
政
治
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

人
の
た
め
に
尽
く
す
政
治
を
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
、
公

職
追
放
に
ま
で
受
け
た
火
野
だ
か
ら
こ
そ
、
一
層
切
望
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
た
こ
と
も
、
公
職
追
放
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
事
態

に
な
っ
た
の
も
、
政
治
家
の
責
任
で
も
あ
る
こ
と
を
、
暗
に
ほ
の
め
か
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
客
観
的
に
冷
静
に
時
代
を
と
ら
え
、
政
治
家

も
一
人
合
点
を
し
て
「
生
き
た
者
を
殺
す
」
な
ど
と
い
う
間
違
っ
た
方
向

に
進
ま
な
い
よ
う
に
、
国
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
が
必
要
な
の
で
あ

る
。

さ
て
、
「
糞
尿
諏
」
で
は
、
黄
道
士
は
、
金
英
に
、
沈
鬼
に
懸
か
れ
て
助

か
っ
た
者
は
い
な
い
の
で
、
い
ず
れ
は
王
生
は
命
を
と
ら
れ
る
運
命
だ
っ

た
は
ず
だ
と
言
う
が
、
金
英
は
、
黄
道
士
が
払
子
を
王
生
に
渡
し
た
た
め

に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
黄
道
士
を
責
め
た
。
そ
こ
で
は
、
語
り
手

よ
、

一
一
八
六

「
糞
尿
諏
」
で
も
、
物
語
の
骨
子
は
同
様
で
あ
る
。
だ
が
、
鬼
退
治
を
し

て
く
れ
た
黄
道
士
に
王
生
の
弟
二
郎
が
厚
く
礼
を
述
べ
、
感
謝
の
気
持
ち

を
表
明
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
妻
金
英
は
、
「
お
恨
み
申
し
あ
げ
ま
す
」

と
述
べ
る
。
黄
道
士
は
呆
気
に
と
ら
れ
た
。
「
聯
爾
志
異
」
「
画
皮
」
で
は
、

王
生
が
心
臓
を
挟
り
取
ら
れ
て
死
ん
だ
後
、
妻
が
泣
き
や
ま
な
い
と
だ
け

あ
っ
た
が
、
鬼
退
治
を
し
た
だ
け
で
感
謝
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
黄
道
士

の
心
理
を
、
火
野
は
「
糞
尿
諏
」
で
は
次
の
よ
う
に
語
り
手
に
描
か
せ
る
。



女
性
は
理
論
の
飛
躍
を
得
意
と
す
る
。
自
分
の
尺
度
に
い
っ
た
ん

は
め
こ
む
と
、
そ
の
主
張
は
横
車
的
に
な
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
引
き

下
が
ら
な
い
。
道
士
も
そ
れ
に
気
づ
い
て
、
こ
れ
は
理
論
闘
争
を
し

て
も
無
駄
だ
と
観
念
し
た
。
同
時
に
、
そ
の
横
車
を
お
さ
せ
る
金
英

（
割
〉

の
悲
し
み
の
所
在
に
も
、
は
じ
め
て
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
の
、
糞
男
の
せ
り
ふ
と
重
な
る
言
葉
が
、
「
創
作
ノ
ー
ト
」
に
、
「
○

恋
愛
結
婚
、
一
緒
ニ
ナ
ル
ト
キ
ハ
死
ヌ
ノ
生
キ
ル
ノ
ト
イ
ッ
テ
オ
ィ
テ
、

ア
ト
ハ
ケ
ロ
リ
○
死
ン
ダ
ガ
最
後
、
初
七
日
モ
ス
マ
ヌ
ウ
チ
ニ
再
婚
ス
ル

「
お
願
い
申
し
ま
す
。
わ
た
く
し
は
、
も
う
、
夫
な
く
し
て
は
、
生
き

て
い
る
甲
斐
も
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。
不
偶
と
思
し
召
さ
れ
て
、
も
う
一

度
、
わ
た
く
し
に
、
王
生
を
お
恵
み
下
さ
い
ま
し
。
（
後
略
）
」

金
英
は
、
必
死
に
、
手
を
も
み
あ
わ
せ
、
糞
中
の
糞
を
拝
ん
だ
。

『
ふ
ん
、
勝
手
な
女
子
ど
も
奴
、
申
す
こ
と
は
、
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も

同
じ
じ
や
な
。
夫
一
人
の
、
恋
人
だ
け
が
生
き
甲
斐
の
っ
て
、
口
先

ば
か
り
、
そ
の
と
き
ば
か
り
、
男
が
死
ん
で
、
一
周
忌
も
、
四
十
九

日
も
来
ぬ
う
ち
に
、
も
う
情
人
を
こ
し
ら
え
て
や
が
る
。
（
中
略
）
一

緒
に
な
る
と
き
に
や
、
死
ぬ
の
生
き
る
の
と
騒
い
だ
奴
が
、
み
な
そ

れ
じ
や
。
（
中
略
）
お
前
さ
ん
く
ら
い
の
器
量
な
ら
、
男
に
困
り
は
せ

ん
。
そ
れ
に
、
助
平
た
ら
し
い
顔
し
と
る
か
ら
、
大
金
持
か
、
代
議

士
か
、
新
興
成
金
か
、
そ
ん
な
奴
か
ら
、
妾
に
た
の
み
に
も
来
よ
う

わ
。
な
に
も
、
死
ん
だ
王
生
な
ん
て
、
生
き
か
え
ら
せ
ん
で
も
、
え

え
じ
や
な
い
か
」

「
そ
ん
な
こ
と
、
お
っ
し
ゃ
ら
ず
に
、
ど
う
ぞ
、
あ
た
く
し
に
、
夫
を

一
郡
｝

。
・
・
・
。
。
」

・
・
八
七

火
野
の
作
品
に
登
場
す
る
語
り
手
は
、
イ
コ
ー
ル
筆
者
、
つ
ま
り
火
野

葦
平
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
、
し
ば
し
ば
、
独
自
の
偏
見
を
と
も

（
蕊
｝

な
っ
た
女
性
観
を
展
開
す
る
。
明
治
一
二
九
年
生
ま
れ
の
兼
平
に
と
っ
て
、

女
性
へ
の
偏
見
が
あ
る
こ
と
は
仕
方
な
い
で
あ
ろ
う
。
火
野
の
女
性
観
が

当
た
っ
て
い
る
か
否
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
金
英
の
王
生
に
対
す
る
愛

情
が
「
聯
爾
志
異
」
「
画
皮
」
よ
り
一
層
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
こ
ろ

が
重
要
で
あ
る
。
「
画
皮
」
で
は
、
金
英
が
黄
道
士
を
責
め
る
描
写
も
な

い
。

こ
う
し
て
、
金
英
は
、
糞
男
の
い
る
、
青
帝
廟
に
行
く
。
糞
男
は
、
「
糞

尿
調
」
で
は
「
聯
爾
志
異
」
「
画
皮
」
よ
り
も
一
層
汚
く
描
写
さ
れ
る
。
糞

壷
の
中
に
横
た
わ
り
、
糞
土
ま
み
れ
だ
け
で
な
く
、
頭
、
顔
、
胸
、
表
面

の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
岨
が
わ
い
て
い
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
さ
ら
に
、
金
英
と
糞
男
と
の
や
り
と
り
が
、
会
話
文
を
駆
使
し
て

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。



ノ
ガ
多
イ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
糞
男
の
発
言
は
、
創
作
上
重
要
な

の
で
あ
る
。
一
般
的
な
男
女
の
多
く
が
、
ま
た
、
夫
婦
が
、
そ
れ
ほ
ど
一

途
に
お
互
い
を
思
う
こ
と
は
な
い
と
し
て
も
、
金
英
は
そ
う
で
は
な
い
こ

と
を
記
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
金
英
は
、
糞
壷
に
近
づ
き
、
額
に
糞

が
こ
び
り
つ
い
て
も
何
度
も
哀
願
し
た
。
金
英
に
と
っ
て
は
、
汚
さ
も
臭

気
も
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
し
つ
こ
く
頼
む
の
で
糞
男
は
つ
い
に
怒
り
、

激
し
く
金
英
を
打
ち
続
け
、
「
ポ
ン
プ
で
水
を
か
け
る
よ
う
に
、
金
英
に
糞

尿
の
球
を
浴
び
せ
た
」
。
王
生
が
糞
男
に
最
初
に
会
っ
た
と
き
、
王
生
も
同

じ
よ
う
に
糞
の
雨
を
か
け
ら
れ
た
。
夫
婦
共
に
糞
男
に
糞
を
か
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
勢
の
野
次
馬
の
見
守
る
中
、
つ
い
に
、
糞
男
の

吐
い
た
淡
の
塊
を
飲
ま
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
語
り
手
は
、

こ
の
耐
ゆ
く
か
ら
ざ
る
屈
辱
と
、
侮
辱
と
、
苦
痛
と
を
耐
え
さ
せ
て

い
る
も
の
は
、
た
し
か
に
夫
へ
の
愛
で
あ
っ
た
。
愛
に
お
そ
れ
な
く
、

愛
に
敵
な
く
、
愛
の
確
信
に
天
も
う
ご
い
た
こ
と
の
あ
る
の
は
、
聖

（
”
）

響
の
つ
と
に
説
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

妻
が
糞
男
に
疾
を
飲
ま
さ
れ
た
後
、
「
柳
粛
志
異
」
「
画
皮
」
で
は
、
糞

男
は
「
ど
う
じ
や
、
別
嬢
さ
ま
が
、
わ
し
が
す
き
じ
ゃ
と
さ
！
」
と
笑
い

な
が
ら
消
え
て
い
っ
た
。
妻
陳
氏
は
、
糞
男
を
尾
行
し
て
と
あ
る
廟
に
入

る
が
、
見
失
い
、
や
む
を
得
ず
帰
宅
し
た
。
糞
男
の
痩
を
飲
ま
さ
れ
た
恥

辱
を
思
い
、
絶
望
し
、
い
っ
そ
死
ん
だ
方
が
ま
し
だ
と
ま
で
思
い
つ
め
た
。

夫
の
遺
体
の
血
汐
の
汚
れ
を
拭
い
て
清
め
、
露
出
し
て
い
た
内
臓
を
体
内

に
収
め
た
。
陳
氏
は
、
泣
声
が
枯
れ
、
突
然
胸
元
に
滞
っ
た
塊
を
夫
の
胴

体
の
中
に
吐
い
た
。
そ
れ
は
温
か
い
心
臓
で
あ
っ
た
。
陳
氏
は
、
心
臓
を

夫
の
体
内
に
し
ま
い
、
両
手
で
傷
口
を
合
わ
せ
た
。
包
帯
を
し
て
絹
布
団

で
覆
っ
て
や
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
夫
に
体
温
が
戻
っ
た
。
夜
半
に
は
夫
は

呼
吸
を
し
、
夜
明
け
に
は
唾
っ
て
、
何
だ
か
心
臓
の
あ
た
り
が
し
く
し
く

痛
む
が
、
夢
の
よ
う
だ
と
言
う
。
傷
跡
は
、
銭
ほ
ど
の
か
さ
ぶ
た
で
あ
っ

た
が
、
や
が
て
そ
れ
も
治
っ
て
い
っ
た
。

「
糞
尿
認
」
で
も
、
糞
男
は
、
金
英
に
、
掌
中
一
杯
の
疾
を
飲
ま
せ
、
「
今

が
見
ど
こ
ろ
、
近
来
に
な
い
見
世
物
じ
ゃ
。
こ
の
別
嫡
が
、
わ
し
に
惚
れ

て
、
こ
れ
こ
の
通
り
じ
ゃ
。
銭
は
要
ら
ん
、
よ
う
見
て
置
け
。
笑
う
て
や

れ
」
と
見
物
人
に
呼
び
か
け
た
。
そ
の
後
の
展
開
は
、
若
干
「
聯
爾
志
異
」

「
画
皮
」
と
は
異
な
る
。
糞
男
は
、
金
英
の
よ
う
な
「
馬
鹿
に
相
手
に
な
つ

ｆ
一
フ
ス
ト
シ
ー
ン

・
・
Ｌ
Ｌ

｜
ノ
ノ

と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
金
英
の
、
夫
へ
の
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い

真
実
の
愛
情
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。



て
い
て
は
、
切
り
が
な
い
」
と
い
う
捨
て
台
詞
を
残
し
て
糞
壷
に
潜
っ
て

し
ま
っ
た
。
金
英
は
、
夫
を
生
き
返
ら
せ
て
欲
し
い
一
心
で
、
後
を
追
い
、

糞
壷
に
飛
び
込
ん
だ
。
金
英
の
姿
は
た
ち
ま
ち
表
面
か
ら
消
え
、
「
黄
金
の

泡
が
、
錬
金
術
の
琳
渦
の
よ
う
に
湧
き
た
つ
」
。
見
物
人
は
、

「
日
本
の
作
家
の
火
野
葦
平
と
い
う
の
が
、
「
糞
尿
課
」
と
い
う
小
説

を
か
い
と
る
が
、
あ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
な
」

｛
錫
）

「
糞
に
溺
れ
た
ら
、
じ
き
死
ぬ
ぞ
」

糞
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
火
野
は
「
創
作
ノ
ー
ト
」
に
は
、
「
糞
ヲ
マ
キ
チ

ラ
シ
テ
イ
ル
仙
人
」
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
糞
尿
を
ま
き
散
ら
し
て

い
る
が
、
糞
男
は
、
神
仙
の
尊
い
も
の
で
、
糞
壷
は
黄
金
を
生
み
出
す
壷

で
あ
り
、
彼
の
撒
く
糞
そ
れ
自
体
は
黄
金
と
さ
れ
る
。
「
聯
斎
志
異
」
の

「
画
皮
」
で
は
、
青
帝
廟
も
、
言
葉
の
み
が
出
て
く
る
だ
け
で
あ
り
、
糞
も

黄
金
と
は
形
容
さ
れ
て
い
な
い
。
「
糞
尿
識
」
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
は
、
汚
な

い
糞
が
限
り
な
く
美
し
く
、
尊
い
も
の
と
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
芥
川
賞
受
賞
作
の
「
糞
尿
諏
」
を
思
い
出
し
て
み
た
い
。
芥

川
賞
の
「
糞
尿
諏
」
で
、
主
人
公
の
彦
太
郎
は
、
こ
の
「
糞
尿
諏
」
の
糞

男
と
同
様
に
、
「
寿
限
無
」
を
唱
え
、
「
馬
鹿
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
先
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
彦
太
郎
が
、
自
分
を
馬
鹿
に
し

て
勝
手
な
こ
と
を
し
て
い
た
人
々
に
柄
杓
で
、
糞
尿
を
ぶ
つ
か
け
て
、
撒

き
散
ら
し
「
も
う
俺
は
弱
虫
で
は
な
い
ぞ
、
馬
鹿
で
は
な
い
ぞ
」
と
叫
び

「
寿
限
無
」
を
唱
え
な
が
ら
、
「
さ
あ
、
誰
で
も
来
い
、
負
け
る
も
ん
か
」

と
、
言
う
。
そ
し
て
、

彦
太
郎
が
さ
ん
さ
ん
と
降
り
来
る
糞
尿
の
中
に
す
つ
く
と
立
ち
は
だ

か
り
、
昂
然
と
絶
叫
す
る
さ
ま
は
、
こ
こ
に
彦
太
郎
は
恰
も
一
匹
の

黄
金
の
鬼
と
化
し
た
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
折
か
ら
、
佐
原
山
の
松
林

の
蔭
に
没
し
は
じ
め
た
夕
陽
が
、
赤
い
光
を
ま
横
か
ら
さ
し
か
け
、

・
・
Ｌ
Ｌ

ノ
今
ノ

な
ど
と
言
っ
て
見
て
い
た
。
金
英
は
や
が
て
、
が
っ
か
り
し
た
様
子
で

壷
か
ら
這
い
上
が
っ
て
く
る
。
そ
の
様
子
は
「
あ
た
か
も
金
無
垢
の
よ
う
」

で
あ
っ
た
。

さ
て
、
先
に
、
こ
の
「
糞
尿
諏
」
で
は
、
色
彩
表
現
や
比
愉
表
現
が
特

徴
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
注
意
す
べ
き
は
、
糞
だ
ら
け
と
な
っ
た

金
英
を
「
金
無
垢
」
の
よ
う
だ
と
形
容
し
、
糞
に
気
高
い
プ
ラ
ス
ィ
メ
ー

ジ
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
は
、
よ
り
一
層
色
彩

表
現
が
き
わ
だ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
糞
男
の
い
る
青
帝
廟
は
、
「
五
色
の

宝
珠
の
光
る
五
重
塔
」
で
、
「
陽
に
映
え
」
、
「
鳩
が
廟
の
青
磁
色
の
屋
根

に
、
雲
を
散
ら
す
よ
う
に
む
ら
が
り
舞
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。
糞
男
の
い

る
場
所
は
、
い
か
に
も
高
貴
な
場
所
で
あ
る
。
作
品
中
に
は
、
糞
男
は
、



い
か
な
る
も
の
に
も
限
度
が
あ
る
よ
う
に
、
忍
耐
に
も
限
度
が
あ
る
。

（
勢
）

つ
つ
立
っ
て
い
る
彦
太
郎
の
姿
は
、
燦
然
と
光
り
輝
い
た
。

と
述
べ
る
。
金
英
は
、
絶
望
の
ど
ん
底
に
つ
き
落
と
さ
れ
、
夫
の
遺
体
を

整
え
て
い
る
時
、
「
柳
爾
志
異
』
の
「
画
皮
」
と
同
様
、
暇
吐
し
た
。
夫
の

体
内
に
落
ち
た
唱
吐
物
は
、
鬼
に
と
ら
れ
た
心
臓
で
、
次
第
に
夫
は
温
か

く
な
り
、
金
英
は
傷
口
を
縫
い
合
わ
せ
た
。
蒲
団
を
か
ぶ
せ
る
と
呼
吸
が

漏
れ
、
夫
は
生
き
返
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
金
英
の
身

体
か
ら
は
、
糞
尿
は
消
え
去
り
、
え
も
言
え
ぬ
芳
香
が
漂
っ
て
い
た
。
「
卿

爾
志
異
」
の
「
画
皮
」
よ
り
も
、
王
生
が
蘇
生
す
る
時
間
は
短
く
、
そ
し

て
、
火
野
は
金
英
に
、
心
地
よ
い
香
り
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
「
卿
爾
志

異
」
の
「
画
皮
」
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
限
度
を
考
え
た
り
、
計
っ

た
り
し
な
い
箱
神
」
が
功
を
奏
し
て
報
わ
れ
、
夫
が
生
き
返
っ
た
こ
と
に

理
由
を
加
筆
し
て
改
作
し
て
い
る
。

「
糞
尿
識
」
の
最
終
場
面
は
、
「
聯
爾
志
異
」
の
「
画
皮
」
に
は
存
在
し

な
い
、
王
生
が
便
所
に
入
っ
た
ま
ま
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
シ
ー
ン
が
描

か
れ
る
。 な

い
と
い
う
の
は
、
形
而
上
学
者
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
だ
。
或
は
ア

テ
ネ
の
論
弁
派
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
、
限
度
を
考
え
た
り
、
計
っ
た

り
し
な
い
精
神
が
尊
い
の
で
あ
る
。
金
英
は
、
こ
の
と
き
、
も
は
や

忍
耐
と
い
う
言
葉
す
ら
、
頭
に
う
か
ん
で
い
な
か
っ
た
。
全
力
を
尽

（
別
｝

く
し
た
だ
け
だ
。
そ
う
し
て
、
敗
北
し
た
。

一
一
北
。

こ
の
描
写
で
、
作
品
は
幕
を
閉
じ
る
。
芥
川
賞
の
「
糞
尿
諏
」
は
、
弱

者
で
あ
っ
た
彦
太
郎
が
勇
気
を
出
し
て
立
ち
上
が
り
、
敵
に
立
ち
向
か
っ

て
勝
利
す
る
。
そ
れ
を
、
た
た
え
る
か
の
よ
う
に
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
は
、

黄
金
の
糞
尿
と
、
夕
陽
が
輝
く
の
で
あ
る
。
馬
鹿
と
天
才
は
紙
一
重
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
が
、
火
野
は
、
馬
鹿
と
さ
れ
る
人
物
、
彦
太
郎
を
糞
尿
汲

み
取
り
業
と
い
う
設
定
に
し
、
「
寿
限
無
」
を
唱
え
さ
せ
、
弱
者
を
救
う
力

を
授
け
た
。
つ
ま
り
、
神
的
な
強
い
能
力
で
あ
る
。
太
宰
治
の
「
人
間
失

（
釦
）格

」
に
登
場
す
る
一
見
知
能
が
劣
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
白
痴
の
竹
一
が
、

葉
蔵
の
本
質
を
見
抜
き
、
未
来
を
予
言
す
る
神
的
力
を
備
え
て
い
る
と
こ

ろ
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
の
「
糞
尿
諏
」
で
は
、
糞

男
は
神
仙
の
も
の
で
、
王
生
を
蘇
ら
せ
る
神
通
力
を
持
っ
て
い
た
。
本
稿

の
「
糞
尿
認
」
は
次
の
よ
う
に
話
が
進
む
。

金
英
は
、
糞
男
を
見
失
い
、
絶
望
的
に
な
り
、
死
の
う
と
決
め
る
が
、

「
卿
爾
志
異
」
の
「
画
皮
」
と
同
様
、
王
生
の
は
み
出
し
た
内
臓
を
、
身
体

に
お
さ
め
た
。
涙
は
枯
れ
て
金
英
の
忍
耐
は
極
限
に
達
し
た
。
語
り
手
は

金
英
の
心
理
を
、



二
時
間
後
、
王
生
は
よ
う
や
く
便
所
か
ら
出
る
。
最
後
は
、
笑
い
話
の

よ
う
な
終
わ
り
方
で
あ
る
が
、
糞
尿
を
強
調
し
た
結
び
と
な
っ
て
い
る
。

「
卿
粛
志
異
」
「
画
皮
」
で
は
、
鬼
が
皮
に
画
を
書
い
て
、
そ
れ
を
被
っ
て

美
女
に
な
り
、
男
を
た
ぶ
ら
か
し
、
獲
物
に
す
る
。
そ
の
鬼
の
皮
「
画
皮
」

が
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い
た
。
鬼
の
恐
ろ
し
さ
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

一
方
「
糞
尿
諏
」
へ
と
題
名
を
改
め
た
本
作
は
、
あ
く
ま
で
、
糞
尿
を
讃

え
、
象
徴
す
る
終
わ
り
方
で
あ
る
。
「
創
作
ノ
ー
ト
」
に
は
、
「
○
人
間
は

糞
尿
製
造
器
で
あ
る
。
糞
仙
人
は
人
間
の
原
型
の
象
徴
」
と
も
あ
る
。
火

野
葦
平
は
、
糞
尿
す
る
姿
に
、
人
間
の
原
点
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
る

や
つ
。

「
あ
な
た
」

「
う
ん
』

「
ま
だ
、
う
ん
こ
し
て
る
の
？
」

（
狸
｝

「
お
か
し
い
ん
だ
よ
。
い
く
ら
出
し
て
も
出
し
て
も
、
出
る
ん
だ
よ
」

終
り
に

火
野
が
、
登
場
人
物
の
心
理
描
写
を
う
ま
く
記
し
て
い
る
こ
と
、
糞
に
黄

金
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
高
貴
な
も
の
と
す
る
な
ど
、
色
彩
描
写
の
上
手

さ
や
重
要
性
な
ど
を
指
摘
し
た
。
「
糞
尿
認
」
で
は
、
金
英
の
「
限
度
を
考

え
た
り
、
計
っ
た
り
し
な
い
精
神
」
つ
ま
り
、
損
得
勘
定
に
と
ら
わ
れ
な

い
犠
牲
的
精
神
が
賛
美
さ
れ
て
い
た
。
金
英
は
、
鎧
初
は
敗
北
す
る
。
し

か
し
、
そ
の
自
己
犠
牲
の
美
し
い
心
は
、
神
に
届
い
た
の
で
あ
る
。

一
通
一

火
野
葦
平
は
、
戦
争
中
に
記
し
た
「
戦
友
に
憩
ふ
」
の
中
で
、
兵
士
の

姿
を
「
泥
津
と
山
岳
と
黄
塵
の
中
を
の
た
う
ち
、
食
も
な
く
、
水
も
な
く
、

家
も
な
き
生
活
の
中
に
生
き
て
来
た
」
そ
し
て
、
「
そ
れ
ら
の
善
へ
や
う
な

き
苦
難
の
中
に
」
、
兵
隊
は
鍛
錬
さ
れ
、
苦
難
を
克
服
し
、
「
如
何
な
る
苦

難
に
も
堪
え
得
る
人
間
に
成
長
し
た
」
と
記
し
た
。
そ
し
て
、
兵
隊
は
「
人

間
と
し
て
最
も
尊
い
も
の
、
大
切
な
も
の
、
平
和
の
時
に
は
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
講
じ
て
護
り
育
て
て
来
た
も
の
、
何
よ
り
も
惜
し
い
も
の
を
投
げ
だ

し
て
ゐ
る
」
と
述
べ
る
。
現
地
に
行
っ
て
戦
わ
さ
れ
た
兵
隊
達
は
、
祖
国

や
、
家
族
の
愛
の
た
め
に
、
自
己
の
命
を
犠
牲
に
し
て
任
務
を
全
う
し
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
兵
隊
の
精
神
は
、
「
糞
尿
認
」
の
金
英
に
通
じ
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。

政
治
家
上
層
部
、
軍
上
層
部
の
間
違
っ
た
占
領
政
策
は
、
確
か
に
あ
や

ま
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
戦
争
に
自
己
犠
牲
の
精
神
を
用
い
て
も
、
意
味

が
な
い
。
日
本
は
敗
北
し
、
戦
争
に
行
か
さ
れ
た
人
々
は
、
戦
後
、
悪
者

ノし

本
稿
で
は
、
火
野
葦
平
が
、
「
卿
爾
志
異
」
「
画
皮
」
を
元
に
加
筆
、
改

作
し
て
発
表
し
た
、
二
作
目
の
、
小
説
「
糞
尿
諏
」
を
考
察
し
て
き
た
。



発
で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
注
〕

（
１
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
諏
」
（
「
キ
ン
グ
」
昭
和
二
五
年
二
月
一
日
）
三

一
四
～
三
三
三
頁

（
２
）
「
東
洋
艶
笑
滑
稽
衆
」
（
昭
和
二
七
年
五
月
三
○
日
、
東
京
文
庫
）

収
録
の
際
に
、
中
国
糞
尿
諏
と
改
め
ら
れ
た
。

（
３
）
火
野
葦
平
「
イ
ン
ド
糞
尿
認
」
（
「
別
冊
小
説
新
潮
」
昭
和
三
二
年

一
○
月
一
五
日
）
二
八
～
三
八
頁

（
４
）
火
野
葦
平
の
公
職
追
放
と
は
、
昭
和
二
三
年
六
月
二
五
日
か
ら
二

五
年
一
○
月
一
三
日
ま
で
で
あ
る
。

（
５
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
諏
」
（
「
河
童
会
議
」
昭
和
三
三
年
四
月
一
○
日
、

文
蕊
春
秋
新
社
）
八
一
頁

（
６
）
火
野
葦
平
「
あ
と
が
き
」
含
美
女
と
妖
怪
ｌ
私
版
卿
爾
志
異
」

（
昭
和
三
○
年
七
月
一
日
、
学
風
書
院
）
二
七
六
～
二
七
七
頁

（
７
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
諏
」
（
「
キ
ン
グ
」
）
同
、
三
一
六
頁

（
８
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
諏
」
（
「
キ
ン
グ
」
）
同
、
三
二
○
頁

（
９
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
認
」
（
「
キ
ン
グ
」
）
同
、
三
一
七
頁

（
皿
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
諏
」
（
「
キ
ン
グ
」
）
同
、
三
一
七
頁

（
ｕ
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
謹
」
（
「
キ
ン
グ
」
）
同
、
三
一
八
頁

~二二

ノーＬ

扱
い
と
な
っ
た
。
火
野
も
長
き
の
従
軍
が
災
い
し
、
戦
後
、
文
化
戦
犯
と

し
て
公
職
追
放
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
火
野
は
、
公
職
追
放
中
、
社

会
か
ら
四
面
楚
歌
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
に
、
早
稲
田
大
学
在
学
中
に

読
ん
だ
「
聯
爾
志
異
」
に
救
い
を
求
め
、
神
仙
と
、
人
間
の
や
り
と
り
か

ら
、
人
間
と
い
う
も
の
は
何
か
を
考
え
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
「
卿
爾
志

異
」
の
言
外
の
意
味
を
汲
み
取
り
、
新
た
に
創
造
し
、
「
糞
尿
認
」
と
い
う

作
品
を
生
み
出
し
た
。
そ
う
し
て
、
何
度
も
悩
み
な
が
ら
、
人
間
の
原
点

に
は
、
糞
尿
と
自
己
犠
牲
の
究
極
の
愛
の
世
界
が
あ
る
こ
と
に
辿
り
着
い

た
の
で
あ
る
。
兵
隊
達
の
、
祖
国
を
愛
す
る
気
持
ち
や
、
他
人
の
た
め
に

懸
命
に
働
く
尊
い
愛
の
精
神
は
、
や
は
り
、
美
し
い
。
そ
れ
は
、
黄
金
に

匹
敵
す
る
も
の
で
、
戦
後
も
、
十
分
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の

で
は
な
い
か
。
語
り
手
の
「
愛
に
お
そ
れ
な
く
、
愛
に
敵
な
く
」
た
だ
愛

に
確
信
だ
け
が
あ
る
の
み
と
い
う
言
葉
が
心
に
泌
み
る
の
で
あ
る
。

火
野
は
、
「
美
し
い
と
い
う
こ
と
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
「
人
間

は
「
黄
金
の
袋
に
ポ
ロ
を
つ
つ
む
の
で
は
な
く
、
ポ
ロ
の
袋
に
黄
金
を
つ

（
郷
〉

つ
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
「
糞

尿
認
」
の
金
英
は
、
糞
ま
み
れ
に
な
っ
て
も
、
真
実
の
愛
を
貫
く
美
し
い

精
神
を
持
っ
て
い
た
。
「
滑
稽
動
物
」
で
あ
る
人
間
は
、
と
か
く
間
違
っ
た

こ
と
を
行
い
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
の
原
点
で
あ
る
愛
の
姿
に
立

ち
返
る
こ
と
で
、
危
機
を
救
い
、
戦
後
の
復
興
や
世
界
平
和
に
向
け
て
出



（
型
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
識
」
（
「
キ
ン
グ
』
）
同
、
三
二
九
頁

（
妬
）
例
え
ば
、
「
鶏
鵡
変
化
」
（
「
オ
ー
ル
読
物
」
昭
和
二
五
年
四
月
一

日
）
で
は
、
「
女
の
運
命
と
全
生
活
と
は
、
つ
ま
り
、
幸
福
と
不
幸
と

は
、
顔
の
美
醜
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
」
な
ど
と
記
す
。

（
妬
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
識
」
（
「
キ
ン
グ
」
）
同
、
三
三
○
～
三
三
一
頁

（
”
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
識
」
（
「
キ
ン
グ
」
）
同
、
三
三
一
頁

（
羽
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
諏
」
（
「
キ
ン
グ
」
）
同
、
三
三
二
頁

（
羽
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
認
」
（
「
火
野
葦
平
選
集
第
一
巻
」
収
録
、
昭

和
三
三
年
五
月
三
一
日
、
創
元
社
）
四
八
頁

（
釦
）
太
宰
治
「
人
間
失
格
」
（
昭
和
二
三
年
七
月
一
日
、
筑
摩
普
房
）

（
釦
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
識
」
（
「
キ
ン
グ
」
）
同
、
三
三
二
頁

（
犯
）
火
野
兼
平
「
糞
尿
諏
」
（
「
キ
ン
グ
』
）
同
、
三
三
三
頁

（
詔
）
火
野
葦
平
「
戦
友
に
塑
ふ
」
（
昭
和
一
四
年
一
二
月
一
日
、
軍
事
思

想
普
及
会
）

（
認
）
火
野
葦
平
「
美
し
い
と
い
う
こ
と
〈
若
い
河
〉
」
（
「
週
刊
読
売
」
昭

和
二
三
年
六
月
二
九
日
）
二
○
頁

本
稿
は
、
科
研
費
補
助
金
（
課
題
番
号
０
２
６
２
０
０
０
２
）
の
助

成
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
火
野
葦
平
の
「
創
作
ノ
ー
ト
」
掲
赦
に
関

し
て
は
、
玉
井
史
太
郎
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
深
く
御
礼

丘二

Ｊし
三里

（
皿
）
火
野
葦
平
「
オ
ン
テ
レ
・
メ
ン
ピ
ン
女
房
学
」
（
「
女
房
学
・
亭
主

学
」
昭
和
二
八
年
一
二
月
一
日
、
特
集
文
庫
第
一
一
号
、
自
由
国
民
社
）

二
九
頁

（
週
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
課
」
（
「
キ
ン
グ
」
）
同
、
三
二
一
頁

（
狸
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
課
」
（
「
キ
ン
グ
」
）
同
、
一
一
一
二
一
～
三
二
二
頁

（
喝
）
「
い
る
と
い
の
ち
』
同
、
一
頁

（
略
）
福
島
鋳
郎
「
カ
ス
ト
リ
雑
誌
」
（
佐
々
木
毅
・
正
村
公
宏
・
村
上
陽

一
郎
編
著
「
戦
後
史
大
事
典
増
補
改
訂
版
」
（
平
成
一
七
年
七
月
一
五

日
、
三
省
堂
）
一
二
三
頁

（
Ⅳ
）
火
野
葦
平
「
あ
と
が
き
」
（
「
悲
恋
」
（
昭
和
二
四
年
七
月
一
五
日
、

洋
元
書
房
）
二
五
八
～
二
五
九
頁

（
肥
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
認
」
（
「
キ
ン
グ
』
）
同
、
三
二
二
頁

（
田
）
火
野
葦
平
「
赤
い
国
の
旅
人
』
（
昭
和
三
○
年
一
二
月
一
一
五
日
、
朝

日
新
聞
社
）
な
ど
に
も
書
か
れ
る
。

（
釦
）
火
野
葦
平
「
三
十
年
愛
読
の
書
」
（
「
底
本
柳
噺
志
異
月
報
三
」
昭

和
三
○
年
八
月
三
○
日
、
修
道
社
）
七
頁

（
幻
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
諏
」
（
「
キ
ン
グ
』
）
同
、
三
二
六
頁

（
犯
）
劉
寒
吉
・
小
田
雅
彦
編
「
花
冊
集
』
（
昭
和
三
○
年
五
月
一
日
、
河

伯
堂
）
収
録
八
八
頁

（
鱒
）
火
野
葦
平
「
糞
尿
認
」
（
「
キ
ン
グ
」
）
同
、
三
二
八
頁



（
ま
す
だ
州
〆
ち
か
こ
／
本
学
教
授
）

一
一
九
四

申
し
上
げ
ま
す
。


